第６部会（文化スポーツ教育）第４回部会概要
　日　時　平成１９年５月１６日（木）午後６時００分～午後７時３０分

　場　所　第３委員会室
　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　片岡光子　前野利一　小林　寛　
　　　　　　　　　　　中山トキ

　　　　　教育委員会：社会教育Ｇ総括主幹千葉利行　図書館長山田清滋

　　　　　事務局：企画Ｇ都市計画主幹五島英二　企画調整主査立中善則
　　　　　傍聴人：１名
　　1　議　題　　図書館の増改築の考え方について

　　　
　　　千葉社会教育Ｇ総括主幹より説明あり。

　　　【説明の概要骨子】

・現図書館は、昭和４７年３月竣工
　　　・建物の老朽化及び狭隘のためである

・平成１０年　２１人委員会（専門家で構成）において、新図書館建設について議論された経緯あり

　　　・新図書館建設については、現在の市の財政状況では困難である

　　　・現図書館の補完施設として増築を考えている
・補完施設の場所は、青少年会館駐車場を考えているが、面積及び建設費等は

未定　（駐車場は、別な場所を考えている）
　　　・補助金の活用について、補完施設にコミュティ・センター機能を有する施設
　　　　を併設することで可能かどうか調査・検討中である
　　　・現図書館の耐震診断が必要である　（改築及びエレベター等設置のため）
・新図書館建設基金、約１億３千万円ある（登別市新図書館建設基金条例によ

る）
　　　・構想はあるが、具体的なものはない

　　2　説明後の主な質疑応答等
　　

　　Ｑ：新図書館建設基金１億３千万円あるが、改築に使えますか。
　　Ａ：基金は新図書館建設のためのものであり、寄付者等への説明が必要であり
　　　　使えるかどうかは何ともいえない。　　　　　　　　　　

　　Ｑ：基金はどの位、使用できますか。

　　Ａ：新図書館建設基金条例により、新しい図書館建設のために積み立てておりま

すので、改築や増築には使用できない。
改築や補完施設建設に使用できるようにするためには、条例改正が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：一定の考え方は、いつ出ますか。　　　　　　　　　

　　Ａ：今年の秋ごろになると思います。　　　　　　　　　
　　Ｑ：耐震補強を行った場合、どの位の年数が持ちますか。

　　Ａ：現図書館の耐用年数は６０年であり、耐震補強を行っても耐用年数に変わり

　　　　はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：エレベターを設置するのに、耐震補強が必要ですか。
　　Ａ：建物の改築になりますので、耐震補強が必要です。　

Ｑ：車椅子使用の利用者はおりますか。　　　　　　　　
Ａ：子どもが、おります。　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ：図書館側から障がい者の方へ意見を聞いたことがありますか。

Ａ：ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

Ｑ：弱者の方の声に耳を傾ける必要があると思いますが。　

Ａ：健常者及び障がい者の声を聞く必要性を認識している。ニーズ調査を行う
　　考えを持っております。　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ：当初、教育委員会が図書館のあり方について話を聞きたいということで、
　第６部会として色々な意見を出した。これらを集約した後、教育委員会が

検討し決めることですね。
Ａ：第６部会の中で図書館をこのようにしてほしいという意見を集約していただ

き部会から教育委員会へ意見提出をしていただきたい。　
Ｑ：色々な立場の意見が出たり、議論を整理した中で、正式な意見として出して
　　くださいということか。　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ａ：そういうことをお願いしたいと考えております。　　　
  ３　まとめ
　　①次回、部会開催時に過去３回の議論を項目別に意見集約をする。

　　②意見集約し、その取扱を協議する。
４　次回の開催テーマ

　　①図書館のあり方についての、意見集約について
　　②集約した意見の取扱について　　　
③７月以降の部会の協議テーマについて
　５　次回の開催日時
　　６月２０日（水）　午後６時００分～　市役所　第３委員会室






